
 

 

 

令和４年度「児童生徒自身によるネット利用 

ルールづくり活動」事例紹介校実践報告書 

 

１ 学校の概要 

（１）学校名   新座市立石神小学校 

（２）学級数   ２１学級 

（３）児童生徒数 ５８５人 

（４）教職員数  ２８人 

 

２ 「児童生徒自身によるネット利用ルールづくり活動」に関する取組について 

（１）取組内容 

  ①前年度までの取組 

    児童のタブレットの使い方に係るきまりが曖昧で、故障や破損、学習に関係のない使用など

が見受けられた。 

    そこで、児童自身でタブレット端末の使い方を振り返る方法として、「タブレットかるた」

   （読み札）を作成し、児童１人１セットずつ配付し、月に２回（第２週に学校、第４週に家 

   庭）振り返りを行った。 
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                          （表） 

 

 

 

 

 

 

 

      タブレットかるた（抜粋）         児童振り返り表（表･裏） 

 

  ②今年度の取組 

   児童の委員会活動での取組 

  ○４月 

   今年度から「ＩＣＴ委員会」に名称を変更した。（旧放送委員会の活動を一部継承） 

「今年度の委員会で自分が取り組みたいこと」を明確にし、今後の見通しをもった。 

   

 ○５月 

    ＩＣＴ委員会としての今年度の目標の決定。 

    目標：全校児童がＩＣＴを身近にし、マナーやルールを守って使いこなせるようにする 

   



 

 

  ○６月 

    ４・５月のタブレットかるたの振り返り結果から、「タブレットかるたの結果を分析

し、低・中・高学年ごとに苦手なところを解決するための方法を考える」活動をすること

に決定。 

 

  ○９月・１０月 

    タブレットかるたの振り返りから、低・中・高学年の課題を整理し、それぞれのブロッ

クに合った具体的な「タブレットの使い方の目標」を作成することに決定。 

低・中・高学年の児童に合わせた具体的で分かりやすい内容になるよう文言を考えた。 

 

 ◯１１月・１２月 

「タブレットの使い方の目標」が、より具体的にそれぞれの学年にあった内容になるよ

う、話し合いを行った。また、学級でのタブレットの使い方で気になることや、正しい使い

方について調べる活動を行った。 

 

  ◯１月 

    「タブレットの使い方の目標」の内容の確認（文末表現等、それぞれの学年の児童に合っ

た表現になっているか）。 

作成した目標をどのように活用するかについて話し合った。 

    

 

 

 

  

    以上の内容について校長先生と相談し、放送内容と取組内容を決定。 

     「給食の時間に、全校児童向けのアンケートを呼びかけ、アンケートを実施し、分析結果

を翌週に放送する」こととした。 

 

＜作成した「タブレットの使い方の目標」＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ◯２月 

     アンケートの分析の仕方について指導し、担当を分け、分析を行う。 

今後の放送・分析の分担を決め、放送原稿の作成の仕方についても指導した。 

     以降、毎週火曜にアンケート実施し、翌週月曜に分析結果を放送。 

・全校児童への周知  

→ 放送で伝える。 また、各クラスに目標を掲示してもらう。 

・目標の振り返りの仕方 

→ 今年度は、「タブレットを大切に扱う」を目標にアンケートを作成し、分析結果を全校に

伝える。 



 

 

（２）アンケートの集計と分析について 

   毎週火曜の朝学習の時間にＧｏｏｇｌｅ フォームを活用し、低中高別にアンケートを実施。 

   「いいえ」と答えた割合や前回との変化等を調べ、アンケートの内容を変更。 

 

   令和４年度の目標「タブレットを大切にし、壊さないようにする」 

 

＜２月７日に行ったアンケートの結果＞ 

低学年           中学年            高学年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜児童の分析結果＞ 

 

 

 

 

 

このような分析結果を放送で伝え、再度アンケートに取り組んだところ、すべての項目で 

「はい」の割合が増え、児童の「タブレット端末を大切に使おう」という意識が高まった。 

また、このアンケートには「タブレットをていねいに使うために、気をつけていることが 

あれば、記入してください。」という自由記述欄も設けてあり、改善が見られたアンケート

項目は、児童からのコメントをもとに変更している。 

低学年…「あなたはいつもタブレットをりょうてではこんでいますか」 

                   ↓達成者多数のため、 

    「あなたはいつもがめんやキーボードをやさしくおしていますか」に変更 など 

 

３ 広報活動について 

（１）活動内容及び実施期間 

 ①４月１４日（木）ＩＣＴ委員会発足  

 ②５月１２日（木）今年度の目標決定。 

 ③１月２０日（金）「タブレットの正しい使い方の目標」を放送にて全校に周知 

 ④１月２６日（木）全校児童向けのアンケートの呼びかけ 

 ⑤１月３１日（火）以降、毎週火曜にアンケート実施 

          月曜までに結果の分析と放送原稿作成 

          火曜に給食の時間にアンケート分析結果を放送 

・低学年児童は、基本的に大切に扱っているが、開閉動作に課題がある。 

・中･高学年児童は、両手で持たずに運んでいる。 

→特別教室での授業等、移動が多い。 

体が大きくなり、両手で持たなくても持ち運べる。 

 



 

 

（２）その他  

 ①昨年度から取り組んでいる、「タブレットかるた」と「振り返り表」 

 

 

 

 

  

 

 

 

②活動内容を委員会コーナーの掲示（児童への呼びかけ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 活動の成果と課題 

（１）昨年度の成果と課題 

  ①成果 

   ・タブレットかるたによって、児童のタブレット端末の取り扱い方に対する正しい使い方が浸

透した。 

   ・教職員の共通理解が深まり、児童に指導する際、「タブレットかるたに書いてある」といっ

た指導が共通して行えるようになった。 

  ②課題 

   ・タブレットかるたは、教員から児童に伝える形になっており、児童自身が気を付けようとい

う意識が高まらなかった。 

   ・今年度になり、使うアプリが変わり、「タブレットかるた」の児童や授業の実態に合わない

ものがでてきた。 

 

（２）今年度の成果と課題 

  ①成果 

   ・タブレットかるたの振り返りの集計から、低・中・高学年の課題が明確になり、児童自身が

具体的な目標をたてることができた。 

・今年度は「タブレットを大切に使う」という目標を児童が考え、自分たちでできることを

 考え、実践することで、委員会児童が自信をもって活動に取り組めた。 

・児童自身がアンケート結果を分析し、周知することができた。 

・児童が呼びかけるようになり、タブレットの扱いが丁寧になり、児童の不注意による故障

が０になった。 

②課題 

・今年度、委員会児童がつくった「タブレットの使い方の目標」を来年度の委員会でどのよ

うに活用していくか。 

・今年度はタブレット端末の取り扱い方が中心となったので、来年度以降は、タブレットを

学習用途以外で使う児童に向けた取組に広げていきたい。 


